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ていただきたいと考えます。
保育所が増えているので質の確保が重要です。
保育施設の指導監査はぜひ書面のみでなく実際
現場に行って検査していただきたいです。
子ども家庭支援センター事業については相談員
の環境整備に努めていただきたいです。
教育費については３５人学級への対応として普通
教室の増加が計画されていますが、設計が固ま
る前に地域や保護者の意見を聞いてください。
幼稚園についても入園者が減少しているのでし
っかりフォローしてください。
いじめ・虐待防止条例で重大事態と認められた
事案については早期の結論を求めます。
公民館事業については公民館運営審議会やサポ
ート会議の皆さんとの信頼関係を崩すことがな
いように地区独立館体制、５館構想が継承され
るように強く望みます。
くぬぎ教室については今後のあり方を再確認し
ますが、市民にわかりやすい形でお願いします。

令和４年度一般会計予算総額は５０３億５７０５万円
で、予算編成にあたっての基本的な考え方であ
るゼロベースからの真に必要な経費の計上に努
めたことは大いに評価します。
市税収入９億円の見込みについても納税義務者
や個人所得、新築家屋による増と理解しました。
安定した税収確保にむけて市でも「賃金のある
べき水準額」を検討していただきたいです。
人口は令和４年１月１日現在で１２７，７９２人で人口
ビジョンの推計より上回っていますので、適宜
ビジョンの見直しが必要だと考えます。
１５才から６４才までの生産年齢人口は令和５年が
ピークでその後は減少する見込みなので楽観で
きない状況が続きます。
経常収支比率については９３．４％でしたが今後悪
化する推計なので目標である９０％台前半を目指
していただきたいです。
基金残高は現在の１３９．７億円から財政フレームで
は新庁舎やリサイクルセンターの建設などによ
り令和９年には６１億円まで減少する見込みです。
目標である財政調整基金３０億、公共施設整備基
金２０億円は堅持していただきたいと要望します。

個別事業につきましては以下のとおりです。
人件費について会計年度任用職員の報酬増は評
価します。さらなる待遇改善に努めてください。
商工費では消費者教育について成人年齢の１８歳
引き下げに伴う若年層対策をお願いします。
土木費では道路新設改良工事や都市計画道路工
事の着実な進行を求めます。
西元町に新しくできるインクルーシブ公園につ
いては利用者の声を事前に十分聞いて設計して
いただきたいです。
消防費では防災会議の女性委員を増やしていた
だきたいです。
総務費ではいずみホールの指定管理料について
増加の理由がわかりにくいので今後はわかりや
すくするように工夫してください。
すべての人を大切にするまち宣言については具
体的な取り組みをおこない絵に描いた餅になら
ないようにしていただきたいです。
民生費では健康福祉サービス協会と社会福祉協
議会に対して市は必要に応じて指導、助言など
対応すべきことを求めておきます。
ヤングケアラーについては市内の実態調査をし

賛成 市民の立場で市民とともに
市政運営を！

及川　妙子

立憲・市民フォーラム
（賛成5人）

だて淳一郎 及川　妙子
はせべ豊子 星いつろう
皆川りうこ

後年度見通しを示す財政フレームについて、５
年分を示したことは評価し継続して頂きたい。
令和１２年には人口減少が推定される中、ゼロベ
ース積み上げ予算を継続しつつも一層厳しい査
定を期待する。大規模災害等緊急時の財源とし
ての基金は計画通り維持し、更なる積み増しも
検討すべきだ。また決算剰余金の当初予算への
反映は、実態と乖離しており見直しを求める。

予算委員長として厳格な答弁姿勢を求めた結果、
例年よりしっかりした答弁がなされた。このよ
うな、実践を踏まえた人材育成研修を一層求め
る。昨年１２月の「すべての人を大切にするまち
宣言」に基づいた西元町へのインクルーシブ公
園の設置や、危険であった西国分寺駅武蔵野線
高架下歩道の改修、ヤングケアラー対策など、
速やかな対応は大いに評価する。武蔵国分寺跡

史跡指定１００周年事業は単年度の一過性にならな
いよう求める。年度開始後、安易に議会の議決
を要しない専決処分をせず原則、補正予算提案
を求める。井澤市長三期目初の予算提案で、大
変適切な予算であると評価し、賛成する。

すべての人を大切にする予算案を評価
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一般会計予算議案に対する討論【要旨】
予算議案を

問う ３月２２日の本会議で令和４年度一般会計予算議案に対する表決に先だち、各会派等を代表して賛成・反対
の討論が行われました。各会派等が一定のスペース内で自由にまとめたものを掲載しています。実際の討
論は、自由民主党市議団、立憲・市民フォーラム、公明党、日本共産党国分寺市議団、無会派（国分寺・
生活者ネットワーク）、無会派の順番で行われましたが、紙面の都合上このように掲載しています。

れる。また低学年児童の申込の後に定員の空き
のある民設学童保育所７か所において、小学校
４年生の受入れが試行的に行われることは一歩
前進した。さらに三小、十小内に公設民営保育
所が整備され７２人の定員拡充が図られる。これ
により全市の充足率はほぼ１００％となる。現在問
題になっている一部学童保育所の２００％を超える
狭あい状況は、コロナ禍で極めて危険性が高い
ので早急に是正していただきたい。
西国南口武蔵野線ガード下の歩道拡幅を評価
　西国分寺駅南口の武蔵野線ガード下から府中
街道にかけての歩行者道は非常に狭く、以前よ
り安全確保のため拡幅を求められていましたが、
このたび土地確保が実現し拡幅が決まったこと
は喜ばしく市の努力に感謝したい。道路問題で
は市の南北を結ぶ都道国３・２・８号線と、東
西を結ぶ都道国３・４・６号線が防災上も重要
な道路となっている。東京都と協議を進め早急
の開通を目指していただきたい。

ロシア軍、共産党軍に備えて防衛強化を
　ロシア軍のウクライナ侵攻のため世界は危機
的な混乱状況にある。平和だった街は一瞬で戦
場に変わり、乳幼児からお年寄りまで多くの命
が奪われている。この現実は隣国が起こしてい
る戦争であって遠い国の話ではない。日本は対
岸に共産主義の危険な国と常に対峙している。
今こそ国の防衛をしっかりと考える時である。
福祉関係費が総額の５０％を占める大型予算
　令和４年度一般会計予算は総額５０３億５７００万円
にのぼり、特に老人福祉費、心身障害者福祉費、
児童福祉費、生活保護費など高齢者から乳児ま
での生活を支える民生費は２５０億６６００万円に達し
予算の約５０％を占めている。昨年の世界人権デ
ーにおいて制定した『すべての人を大切にする
まち宣言』にふさわしい井澤市長の思いやりが
感じられる素晴らしい予算となっており高く評
価するものである。
新型コロナワクチン最速の３回目接種
　新型コロナワクチン３回目接種に当たっては
国分寺市医師会の先生方のご協力をいただき昨
年１２月からスタートし、さらに接種間隔が２か

月間短縮され６か月になった際にもいち早く対
応している。医師会の先生方に感謝申し上げる。
地域包括ケアシステムの充実と肺炎予防
　高齢者施策では新たに地域包括ケア担当課長
が設置される。高齢者の地域での生活を支える
地域包括ケアシステムの充実を図ると共に、地
域の特性に応じた認知症施策の推進や、生活支
援サービスの向上を期待している。また高齢者
の肺炎を防止するため肺炎球菌ワクチン接種費
用の助成が拡大され、回数の制限なしに５年ご
とに追加接種が可能になった。
同行援護者や障害者移動支援者の養成研修開始
　障害者福祉では４か所の短期入所事業所、２
か所の相談支援事業所が地域生活支援拠点とし
て位置付けられた。また福祉に関わる専門的人
材育成として、視覚障害や知的障害のある方の
外出時の支援を行う、同行援護者や障害者移動
支援者などのガイドヘルパー育成のための研修
の強化が打ち出された。障害のある方の自立生
活や社会参加の機会が多くなることを期待する。
学童保育所の拡充と一部狭あい学童の是正を
　学童保育所は七小学区内に３０人の拡充が図ら

福祉関係費が50％に迫る大型予算を評価
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